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	⑨概要版_AMED_BPSDケア･介入手法
	本研究は、血液バイオマーカーと神経画像検査によるBPSD生物学的基盤の解明、および認知症者の層別化に基づいたBPSDケア・介入手法の開発研究（以下、開発研究）（研究代表者：數井裕光）の分担研究として実施する研究である。開発研究では、コホート研究により、神経画像検査と血液バイオマーカー検査とを用いて、BPSDの生物学的基盤を明らかにし、さらにこれらの検査結果とBPSDに対して適切とされている対応法による改善率との関係を明らかにする。本研究では、開発研究で収集するBPSDのデータから非生物学的要因を極力排除するために調査対象となる認知症の人の介護者が活用する「実生活場面でケアする人が使用可能な具体的な対応法集」を開発することを目的としている。令和4年度は研究2年目であり、より幅広い課題に対応できるような資材開発とこれまでの資材の改善を行った。


